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衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
ケ
ニ
ア
共
和
国
、
ソ
ン
ド
ゥ
・
ミ
リ
ウ
水
力
発
電
事
業
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

ソ
ン
ド
ゥ
・
ミ
リ
ウ
水
力
発
電
計
画
（
以
下
「
本
件
計
画
」
と
い
う
。
）
は
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
に
ケ
ニ
ア
側
が
作
成

し
た
「
ソ
ン
ド
ゥ
川
多
目
的
開
発
計
画
」
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
費
用
、
工
期
等
の
観
点
か
ら
優
先
的
に
実
施

す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

本
件
計
画
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
調
査
、
設
計
等
（
以
下
「
本
件
調
査
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

我
が
国
は
ケ
ニ
ア
と
の
間
で
、
平
成
元
年
六
月
に
六
億
六
千
八
百
万
円
ま
で
の
円
借
款
を
供
与
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
交

換
公
文
の
締
結
を
行
っ
た
。
こ
の
円
借
款
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
の
借
款
契
約
締
結
の
後
、
本
件
調
査
等
を
日
本
工
営
株

式
会
社
が
受
注
し
、
約
六
億
六
千
六
百
万
円
が
円
借
款
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
本
件
調
査
等
の
具
体
的
内
容
は
、
本
件
計

画
に
つ
い
て
の
実
現
可
能
性
、
妥
当
性
及
び
投
資
効
果
の
見
直
し
並
び
に
環
境
影
響
評
価
の
実
施
、
本
件
計
画
に
係
る
施
設

の
設
計
及
び
施
工
方
法
、
工
事
費
並
び
に
事
業
期
間
の
検
討
等
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

一



平
成
九
年
一
月
に
六
十
九
億
三
千
三
百
万
円
ま
で
の
円
借
款
を
供
与
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
交
換
公
文
を
締
結
し
、
同

年
三
月
に
借
款
契
約
を
締
結
し
た
本
件
計
画
の
第
一
期
分
に
つ
い
て
は
、
土
木
工
事
の
一
部
（
取
水
設
備
、
導
水
路
、
ア
ク

セ
ス
道
路
等
の
整
備
）
に
つ
き
、
国
際
競
争
入
札
の
結
果
、
株
式
会
社
鴻
池
組
、
ベ
デ
ッ
カ
、
マ
ー
レ
ー
ア
ン
ド
ロ
バ
ー
ツ

共
同
企
業
体
が
受
注
し
、
約
四
十
四
億
二
千
五
百
万
円
が
円
借
款
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
つ
き
、
日
本
工
営
株
式
会
社
が
受
注
し
、
約
十
八
億
七
千
六
百
万
円
が
円
借
款
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
小
学
校
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
建
設
費
用
の
額
が
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
く
も
の
か
明
ら
か
で
な
い

が
、
我
が
国
の
円
借
款
の
対
象
で
は
な
く
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て
我
が
国
に
対
す
る
返
済
義
務
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
国
際
協
力
銀
行
が
事
業
実
施
機
関
で
あ
る
ケ
ニ
ア
電
力
公
社
等
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
小
学
校
に
係
る
電
気

に
つ
い
て
は
、
既
存
の
配
電
網
か
ら
配
電
さ
れ
る
よ
う
事
業
実
施
機
関
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
水
道
に
つ
い
て
は
、
既

に
ケ
ニ
ア
側
に
よ
り
井
戸
が
採
掘
さ
れ
て
お
り
、
水
の
供
給
は
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
御
指
摘
の
始
業
ベ
ル
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
移
転
に
伴
い
購
入
し
た
事
実
は
な
く
、
旧
校
舎
時
代
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。

二



二
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
集
会
は
、
平
成
十
二
年
二
月
二
十
八
日
、
ケ
ニ
ア
の
ニ
ャ
ン
ザ
州
ニ
ャ
ン
ド
県
ア
ッ
パ
ー
ニ
ャ
カ
チ
郡
で
州
知

事
へ
の
事
前
の
届
け
を
せ
ず
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
通
報
を
受
け
た
現
地
の
警
察
当
局
が
出
動
し
、
集
会
を
解
散
さ
せ

る
と
と
も
に
、
日
本
人
記
者
を
含
む
十
七
人
を
連
行
し
、
数
時
間
の
拘
束
の
後
、
解
放
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い

る
。
こ
の
事
案
に
対
し
、
在
ケ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
は
、
当
該
日
本
人
記
者
か
ら
事
情
を
聴
取
し
た
上
で
、
同
大
使
館
広
報

文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
名
に
て
同
年
三
月
六
日
付
け
で
ア
ッ
パ
ー
ニ
ャ
カ
チ
郡
長
あ
て
に
書
簡
を
発
出
し
、
日
本
人
記
者
逮
捕

に
至
っ
た
状
況
及
び
逮
捕
理
由
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
、
か
か
る
事
件
が
日
本
人
報
道
関
係
者
に
ケ
ニ
ア
側

が
不
法
に
取
材
活
動
を
妨
害
し
て
い
る
と
の
誤
解
を
与
え
る
こ
と
を
懸
念
す
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。
現
在
ま
で
当
該
書
簡
に

対
す
る
ケ
ニ
ア
側
か
ら
の
明
確
な
回
答
は
な
く
、
繰
り
返
し
ケ
ニ
ア
側
に
回
答
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

本
件
計
画
に
関
し
、
報
じ
ら
れ
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
在
ケ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
に
お
い
て
、
国
際
協
力
銀
行
ナ

イ
ロ
ビ
事
務
所
と
連
携
し
つ
つ
、
関
連
情
報
の
把
握
及
び
報
じ
ら
れ
て
い
る
諸
問
題
の
事
実
関
係
の
確
認
に
努
め
て
き
て
お

り
、
ま
た
、
適
宜
外
務
本
省
へ
の
報
告
及
び
ケ
ニ
ア
側
へ
の
働
き
掛
け
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
最
近
の
同
大
使
館
に
よ
る
主

三



さ
つ

な
対
応
と
し
て
は
、
本
年
五
月
三
十
一
日
に
ケ
ニ
ア
駐
箚
青
木
大
使
か
ら
ケ
ニ
ア
側
に
対
し
、
環
境
社
会
面
の
諸
問
題
に
つ

き
ケ
ニ
ア
側
の
至
急
か
つ
誠
実
な
対
応
を
求
め
た
こ
と
、同
年
六
月
六
日
及
び
十
三
日
に
同
大
使
館
か
ら
ケ
ニ
ア
側
に
対
し
、

対
話
集
会
及
び
技
術
委
員
会
が
多
様
な
意
見
が
反
映
さ
れ
る
場
と
な
る
よ
う
、
本
件
計
画
に
批
判
的
な
非
政
府
組
織
（
以
下

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
及
び
地
元
住
民
を
含
め
で
き
る
だ
け
多
く
の
者
の
参
加
を
促
し
て
ほ
し
い
旨
並
び
に
本
件
計
画
に

ぐ

関
し
、
多
様
な
意
見
を
有
す
る
者
が
身
の
安
全
を
危
惧
す
る
こ
と
な
く
自
由
に
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
、
安
全
の
確
保
及

び
人
権
侵
害
の
排
除
に
万
全
を
期
し
て
ほ
し
い
旨
を
申
し
入
れ
た
こ
と
、
同
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
現
地
に
派
遣

さ
れ
た
外
務
本
省
担
当
課
長
に
よ
る
現
地
調
査
の
際
、
同
大
使
館
職
員
が
同
行
し
、
地
域
住
民
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
聞
き
取

り
調
査
、
ケ
ニ
ア
側
と
の
協
議
等
を
行
っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
報
道
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ケ
ニ
ア
駐
箚
青
木
大
使
は
、
本
件
計
画
へ
の

ケ
ニ
ア
に
お
け
る
関
心
が
高
い
こ
と
か
ら
、
種
々
の
機
会
を
と
ら
え
て
ケ
ニ
ア
の
報
道
関
係
者
等
に
対
し
て
、
本
件
計
画
に

関
す
る
我
が
国
国
内
に
お
け
る
論
議
の
状
況
と
問
題
意
識
を
国
会
の
議
事
録
等
外
務
本
省
か
ら
同
大
使
館
に
送
付
し
た
関
連

資
料
を
踏
ま
え
て
紹
介
し
た
り
、
環
境
社
会
面
の
諸
問
題
に
つ
き
ケ
ニ
ア
側
の
適
切
な
対
応
を
促
し
て
い
く
と
の
我
が
国
政

府
の
方
針
に
基
づ
き
同
大
使
館
が
ケ
ニ
ア
側
に
対
し
て
行
っ
た
申
入
れ
の
内
容
を
説
明
す
る
等
し
て
い
る
。

四



三
に
つ
い
て

外
務
省
に
お
い
て
は
、
政
府
開
発
援
助
（
以
下
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
」
と
い
う
。
）
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
実
施
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
質

の
向
上
、
国
民
に
対
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
態
や
成
果
の
情
報
提
供
等
の
観
点
か
ら
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
対
し
て
公
平
か
つ
客
観
的
な
評

価
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

国
際
専
門
家
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
第
三
者
に
よ
る
も
の
も
実
施
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、

第
三
者
に
よ
る
評
価
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
公
平
か
つ
客
観
的
な
評
価
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
オ
デ
ィ
ノ
滝
に
関
す
る
調
べ
が
い
か
な
る
形
で
な
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
本
年
二
月
に
国
際
協
力
銀
行

の
環
境
社
会
調
査
団
が
、
地
域
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
等
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
際
、
同
滝
が
文
化
的
又
は
宗
教
的

に
重
要
な
場
所
で
あ
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
同
年
六
月
に
外
務
本
省
担
当
課
長
を
現
地
に
派
遣
し
て
地
域
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
等
の
現
地
調
査
を
実
施

し
た
際
も
、
同
滝
が
地
域
住
民
に
と
っ
て
文
化
的
又
は
宗
教
的
な
意
味
で
特
別
の
存
在
で
あ
る
と
の
意
見
は
無
か
っ
た
。

五


